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2016年1月8日、ハノイ市西部の環状3号線とチャンズイフン通りの交差点に位置する「チュンホアトンネル」が開通し、ハノイ市西
部に開発されたホアラックハイテクパーク（HHTP：Hoa Lac Hi-Tech Park）までのアクセスが一段と向上しました。
ホアラックハイテクパークは、1998年に設立されましたが、ハノイ市中心部やハイフォン港・空港からの距離が離れていた事に加
え、呼び水になるような企業の進出が少なかった事から思うように開発が進みませんでした。その後、2006年に第一次安倍内閣
がベトナムの3大プロジェクト（南北高速道路、南北高速鉄道、ホアラックハイテクパーク）の一つとして支援を表明し、研究開発の
促進、製品の生産と商業化、ビジネスインキュベーションの推進、ハイテク分野における人材開発などを目的に開発が進められる
ようになりました。
今回は、そんなホアラックハイテクパークを取材してきましたので、ご紹介します。

現地調達を目指す日系企業を応援

取引を拡大したいベトナム企業を応援
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などが入居しています。特にFPTソフトウェアのシステム開発拠点
である「F-Ville」は、最新機能を取り入れた洗練されたオフィスを
はじめ、娯楽施設、スポーツジム、広々とした食堂、社宅などが完
備された大規模な複合施設となっています。ベトナム国内のシス
テム開発だけでなく、日本をはじめとした海外からのシステム開
発も手掛けています。現在、約2,000名が働いており、同施設の
隣接地には2つ目となるシステム開発拠点の建設が進められてい
ます。

◆ 概要
ホアラックハイテクパークは、総面積1,586ヘクタールの内、ハ
イテク工業団地、研究開発ゾーン、ソフトウェアパーク、教育・訓練
ゾーン等を中心に8つのエリアで構成され、企業、大学、研究機関、
行政などが集積しています。

・ハイテク工業団地: 391 ha
ホアラックハイテクパーク管理委員会傘下の会社であるHHTP開
発会社によって運営・管理が行われています。ハイテク産業に特化
して設けられたエリアで、NOBLE ELECTRONICS（帝国通信工
業）やVikomed等、高い技術力を要する企業が入居しています。

・ソフトウェアパーク: 56ha
システム開発企業などに特化したエリアで、現在FPTソフトウェア

ホアラックハイテクパークホアラックハイテクパークホアラックハイテクパーク

担当　:　小西                       日本人直通：＋６６－８６－８９５－７４７５
～

日本人営業による日本語対応致します。お気軽に日本語でお問合せ下さい。

軟質成形品
（冷蔵庫用ドアパッキン）建築部材 金属調押出成形品

タイ国内最大規模の押出成形品製造企業。金型は自社内製、原材料および生産設備も可能な限り国内産を調達する
ことでコストを削減し、低価格を実現。現地大手日系企業をはじめ、日本・ベトナムへの輸出も拡大中。難易度が高い
製品でも安価かつ高品質で安定供給します。
『こんな物を作れないか？』等新製品開発のご相談も承ります。 ベトナムからのご注文

が増えてます。
ベトナムからのご注文
が増えてます。

無料検査
最大３年保証
高い診断能力

優れた塗装技術
養生・清掃も徹底
日本人が監修

工場の外壁・内壁・床・天井・屋根の塗装
無料検査します！

工場の外壁・内壁・床・天井・屋根の塗装
無料検査します！

担当：西

517 Hung Loc Street, Hung Dinh Ward, Thuan An Town, Binh Duong Province
0650-3745-982         0933-100-631（日・英）
nishi-kyohei@ichibantoso.com

塗装の事なら何でも
ご相談ください！



 - Mar 2016

・その他のエリア
－複合施設エリア: 80 ha
－センターエリア: 43ha
－住居エリア: 75.5 ha
－スポーツ/娯楽施設エリア: 33ha

ホアラックハイテクパークに入居している主な企業は以下
の通りです。
◎FPTソフトウェア：ソフトウェア開発
◎VIETTEL：情報技術の研究開発
◎日産テクノ：自動車関連の研究開発
◎NOBLE ELECTRONICS：電子部品の製造
◎三和シャッター：シャッター等の製造・販売
◎Vikomed：医療用機器の製造

◆立地
ハノイ市中心部から約30Kmですが、2010年9月に開通したタ
ンロン高速道路に面しており、2016年1月に開通した「チュンホ
アトンネル」から車で約20分で到着することができます。
北部の主要な港湾であるハイフォン港までは、タンロン高速道路、
環状3号線を経由し、ハノイ市中心部を迂回する形で2015年12
月に開通した「ハノイ-ハイフォン高速道路」を利用すれば、約2時
間で移動が可能です。また、ホアラックハイテクパークには、路線
バスがミーディンバスターミナルから約15分おきに運行されてお

り、ハノイ市内からのアクセスも大変便利となっています。さらに
計画段階ですが、ハノイ市都市鉄道（メトロ）5号線（ホータイ区～
ゴックカイン～ホアラックハイテクパーク～バービー間）の建設計
画があります。早ければ2017年に着工、2024年に全線開通（予
定）とされています。

◆インフラ
電力（変電所）：63MVA×3箇所＋25MVA×1箇所
給水能力：600,000㎥/日（Vinaconexからの供給）
排水能力：6,000㎥/日×1箇所＋36,000㎥/日×1箇所

◆優遇税制/土地賃料
ベトナムでは2009年1月1日から工業団地や輸出加工区内の外
国企業への優遇税制が廃止されましたが、ホアラックハイテクパー
クに関しては継続されており、優遇措置が適用されます。法人税は、
課税所得発生後、最初の4年間は免税、次の9年間は税率5％、次の
2年間は税率10％、それ以後は法定税率20％となっています。

輸入税は、固定資産および国内で生産できない製品が免税となり、
付加価値税（VAT）は、国内で生産できない設備や特殊な輸送用の
機材、且つ企業の固定資産となる物品は免税となります。
特筆すべき点として、土地賃料が地場の民間企業が開発する工業
団地に比べ、安く抑えられている点が挙げられます。また、研究開
発ゾーンと教育・訓練ゾーンの土地賃料は無料となっており、研究
開発を目的とした企業にとっては魅力的な場所と言えます。

◆まとめ
ホアラックハイテクパークは、日系企業が進出するにあたり、投資
ライセンス申請のサポート、人事、会計、総務、物流（郵船ロジステ
ィクス等）、税関、一般管理、レストランなど事業活動をする上で必
要となる全てをハイテクパーク内で完結できる体制が整えられて

・研究開発エリア: 263ha
研究開発に特化したエリアで、日産テクノの自動車技術研
究センターや日本政府の支援によるベトナム宇宙開発セン
ター(VNSC) プロジェクトなどがあります。宇宙開発センタ
ーは、ベトナム科学技術院（VAST：Vietnam Academy 
of Science and Technology）に属し、2011年9月に
ベトナム首相決定に基づいて設立されました。主な業務は4
つで、小型衛星の研究開発、宇宙技術の応用、衛星技術にお
ける優秀な人材の開発、ベトナム宇宙センターの運営等と
なっています。

・教育訓練エリア: 123.5 ha
ホアラックハイテクパーク内及びその周辺には、FPT大学、
ベトナム国家大学ハノイ校、日越大学（ベトナム国家大学ハ
ノイ校の傘下で2016年に開講予定）の3つの大学があり、
FPT大学には現在約2,200名が在籍しており、近い将来、
敷地面積をさらに拡大し、将来的には学生数を10,000名
まで増やす計画があります。このような教育環境により、ハ
イテク産業に従事する若くて優秀な人材が比較的集まりや
すい環境と言えます。また、日越大学は、2016年9月をめ
どに大学院大学を先行開講し、2020年頃に総合大学を完
成させる予定となっています。さらに、小学校、中学校、高校
までの一貫教育となるインターナショナルスクールの建設
も進められています。

います。ベトナムでは、法令の問題、商習慣、労働習慣などの違い
から思わぬ問題が発生することがありますが、それらの問題を未
然に防ぎ、リスクを低減することが可能です。
ハノイ市の西部地域には、日本人学校（小学校・中学校）、ファミリ
ー向け住居、スーパーマーケット（BIG-C、METRO）などが充実し

ており、市中心部に比べ家族で生活する環境は良いとされていま
す。そんな西部地域からタンロン高速道路経由で約20分で到着
するアクセスの良さは非常に魅力的です。
ホアラックハイテクパーク内には、既に大学が2校、日越大学も
2016年に開講が予定され、また最新の情報ではフランスの支援
による越仏工科大学（仮称）も計画されている話をお聞きしました。
現在のホアラックハイテクパークは、企業、大学、研究機関等が集
積し始めてきている段階で空いている土地は多少目立ちますが、
教育施設の建設により、若くて優秀な人材が集まり、今後企業の
進出が増大すると予想されています。立地や優遇税制、インフラ、
生活環境、若くて優秀な人材など、日本のハイテク企業の進出先
候補として最も適しているのではないでしょうか。
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■ホアラックハイテクパーク
住所: 29,Thang Long Freeway, Thach That, Hanoi
E-Mail: info@hhtp.gov.vn　
E-Mail: matsumoto@hhtp.gov.vn (MATSUMOTO TOKIO)
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